
資料①市民意識調査（H29-R4年度）

◎医療サービスの充実度が『湖西市の住みやすさ』に影響

【市立湖西病院に望むこと】

・産科の設置（市内で分娩可能に）

・安心の持てる病院（市外に行かなくてもいいように）

・休日、夜間救急の充実

・医師やスタッフの増員など

・診療科目の新設・充実



市民意識調査を踏まえて

•産科の設置（市内で分娩可能に）
⇒産科医は、なり手が少なく、出生数が減少傾向のため
周産期母子医療センター等に集中（浜松医大）。

⇒浜松医療センターとの連携協定を踏まえ、助産師外来
を設置。

•市民は病院の機能充実を希望
⇒専門領域の症例数が少ない当院への更なる医師派遣
は難しい。

⇒コミュニティ・ホスピタルとして、自ら総合診療医を育成す
る病院を目指す。



市立湖西病院が目指す

コミュニティ・ホスピタル

○入院機能 一般急性期＋回復期機能を充実

（地域包括・回復期リハ等）

○外来機能 在宅医療を拡大

○健診事業 維持・拡大

持続可能な医療提供体制の確保



湖西市市民意識調査（平成29年度～令和4年度）より市立湖西病院に関わる部分を抜粋 資料①

調査年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

有効回答数/発送数 822/1,500 806/1,500 789/1,500 1,280/2,500 715/1,500 718/1,500

「医療サービスが充実していない」

実施年度 割合

平成29年度 48.10%

平成30年度 44.60%

令和元年度 44.30%

令和2年度 40.30%

令和3年度 30.50%

令和4年度 35.70%

「医療サービスが充実している」

実施年度 割合

平成29年度 4.40%

平成30年度 9.30%

令和元年度 7.90%

令和2年度 5.30%

令和3年度 8.10%

令和4年度 5.90%

市立湖西病院に望むことは何か（自由記載）

1 57 61

2 45 52

3 34 49

4 27 39

5 25 28

6 23 26

7 20 24

8 18 22

9 18 16

10 13 14

安心感の持てる病院（市外に行かなくてもいいように）

診療科目の新設・拡充

安心感の持てる病院（市外に行かなくてもいいように）

待ち時間（短縮）、待合室（密回避）

診療時間の拡大（平日午後、土曜、診療日を増やす等）

診療科目の新設・拡充

産科の設置

医師、スタッフについて（増員など）

令和3年度

病院への感謝（職員へのエール、無いと困る等） 病院への感謝（職員へのエール、無いと困る等）

患者への対応（態度が冷たいなど）

設備などについて（設備・機器更新・新設、駐車場拡充）

休日、夜間救急について 待ち時間（短縮）、待合室（密回避）

令和4年度

休日、夜間救急について

設備などについて（設備・機器更新・新設、駐車場拡充）

産科・婦人科の設置

患者への対応（態度が冷たいなど）

診療時間の拡大（平日午後、土曜、診療日を増やす等）

医師、スタッフについて（増員など）
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市立湖西病院の利用状況

利用している 利用していない

平成29年度平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
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湖西市の住みやすさ

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい
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市立湖西病院は役に立っているか

役立っている 概ね役立っている あまり役立っていない 役立っていない わからない

令和2年度以降「住みやすい」⇒

「大変住みやすい」に選択肢を変更。


